
新

銀

姓

氏

録

一
-
一
三
八

と
の
害
の
註
蒋
害
は
、
左
の
如
し
。

姓

録

註

氏

O 

山

県

百E

内

姓

氏

鋒

集

解

河

秀

O 

村

根

新
撰
姓
氏
録
考
詮

ニ
O

栗

同

e現，
Ja. 

姓
氏
録
紳
別
系
考

野

11、

高

潔

姓
、
氏
銭
捷
見

3守

谷

堅

之

..... ，、

理

f-lI! 

図

府

記

七

巻

行
基
主
口
陸
摂

諸
国
の
図
府
の
事
を
記
し
た
る
も
の
か
、
今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
さ
ま
詳
な
ら
子
。
こ
の
書
の
事
は
、

長
谷
寺
縁
起
に
、
吾
遣
唐
大
使
中
納
言
従
三
位
乗
行
左
大
弊
器
官
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原
朝
臣
道
兵
、
添
加
寺
官

附
大
安
寺
恥
中
受
捕
信
仰
元
戒
、
初
鏡
行
萎

来
金
去
塊
、
勘
出
縁
起
丈
一
首
、

E
見
え
た
り
。

行
基
菩
薩
は
、
和
泉
大
島
郡
の
人
に
て
、
本
姓
高
志
、
天
智
天
皇
七
年
、
十
五
に
て
出
家
し
、
天
平
十
七
年
、
大
信
正
と
な

b
、
同
二
十
一
年
、
大
菩
薩
の
競
を
賜
は
り
、
同
年
年
八
十
一
に
℃
、
菅
原
寺
に
示
寂
し
た
る
事
、
元
宇
蒋
書
に
見
え
た
り
。

風

土

記

記
諸
土
地
本
総

図

府

記

風

土

記

一一一三九



風

土

記

諸
国
の
郡
郷
)
山
川
原
野
の
名
稿
の
所
由
、
土
地
の
沃
培
、
古
老
相
侍
の
苔
開
港
事
、
産
物
等
を
記
し
た
る
も
の
に
て
、

三
回

O

園
々
よ
b
挺
進
し
た
る
も
の
な
り
。

績
日
本
紀
に
、
和
銅
六
年
五
月
甲
子
、
制
、
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
好
字
、
其
郡
内
所
生
銀
銅
彩
色
、
草
木
禽
獣
魚

と
あ
り
。

-
4
虫
等
物
、
n
A
(

録
名
目
、
及
土
地
沃
培
、
山
川
原
野
名
銃
所
由
、
又
古
・
老
相
悼
、
宮
間
臭
事
、
故
子
史
籍
言
上
、

こ
の
時
は
、
別
に
書
名
は
な
か
り
レ
が
如
し
。

扶
桑
略
記
に
は
、
好
字
の
下
に
、
「
令
作
風
土
記
、
」
の
五
字
ゐ
れ

E
、
風
土
記
の
名
稲
古
〈
は
き
こ
え
ざ
れ
ば
、

旦
つ
常
陸
風
土
記
、
出
雲
風
土
記
の
類
、
各
首
に
風
土
記
の
者
名
を
記
さ

ぎ
る
に
て
、
こ
れ
を
詮
す
ぺ
し
。

或
は
営
時
国
史
を
編
集
せ
し
め
ら
れ
た
れ
ば
、
唐
の
地
方
志
に
な
ら
ひ
、
図
郡
志
編
修

の
魚
、
に
、
諸
国
を
し
て
、
そ
の
材
料
を
提
出
せ
し
め
ら
れ
た
石
も
の
な
ら
ん
か
。

群
裁
に
載
せ
た
る
、
延
長
三
年
十
二
月
の
官
符
に
、
.

太
政
官
符

五
畿
七
道
諸
国
司

臆
早
速
勘
準
風
土
記
事

風
土
記
の
撰
遣
は
、
類
来
符
宣
抄
、
朝
野

右
如
問
、
諾
図
可
有
風
土
記
文
、
今
披
左
大
臣
宣
倍
、
宜
仰
国
宰
令
勘
進
之
、
若
無
国
底
、
探
求
部
内
、
苓
向
古
老
、
早

速
言
上
者
ぺ
諸
国
承
知
、
依
宣
行
之
、
不
待
選
担
、
符
到
奉
行
、

れ
し
な
り
。

と
見
え
た

b
。
蓋
し
風
土
記
の
文
ゐ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
謹
獄
せ
し
め
、
そ
の
案
文
な
き
も
の
は
、
真
に
提
起
せ
し
め
ら

今
世
に
俸
は
b
た
る
風
土
記
は
、
左
の
如
し
。

常
陸
風
土
記

残
各
一
審
あ
り
。

件
信
友
の
比
古
婆
衣
の
風
土
記
考
、
及
び
菅
政
友
の
常
陸
風
土
記
の
事
に
、
本
書

の
内
容
に
よ
り
て
考
詮
し
、
和
銅
、
養
老
の
問
に
援
護
し
た
る
よ
し
を
記
せ
り
。
天
保
十
一
年
の
刊
本
ゐ

b
。
群
書
類

安
委
叩
守
玄
吃
水
生
d

げ
し
利
夫
守
国
一
昨
日

E
F
J
4仇味ーいんー札
f
b

A
止
符
之
昨
引
九
厳
均
心
安
場
代
久

a村
糸
砂
会
大
礼
受
忍
h
i
J

リヘ

廿
う
す
安
永
氏
村
る
ふ
J
ι
F
G
付

A
泊
主
主
主
苛
J
門

4
畑
氏
，
白
骨
政

ほ
ιχ

，
物
愛
帝
大
支
之
信
し
か
均
株
非
保
長
'
氷
点
叩
'
之
詩
句
J

完

治
品
・
鳥
d
h
J
脅
依
h
A

ヘム抵
a
式
協
呈
苧
札
'
民
対
尋
兵
会

品
別

'r命
5
m了
、
骨
舟
h
k
込
山
A
岐

阜

ま

'e
ノ
ヰ
岡
本
'fur
£d
島
町

犬
神
三
、
再
会
品
川
山
パ
付
札
。
河
付
小
人
公
d
(
e

豆
延
介
村

J
?
を
材

え
a
会
1

名
汽
北
村
山
骨
'
札
a

一
す
ま
晶
一
号
工
品
広
々
付

EA言
え
神
埼
九
九
や
メ
特
許
，
々
議
両
足
立
ぬ
霊

長
Zd肉
付
・
冷
人
会
卓
会
ヰ
黍
・
な
ヰ
，
存
立

'Za

一
点
大
会
全
判
表
芸
品
川
目
套
-
金
具
明
ま
・
2
松一

宮
芯
埠
存
字
九
押
3

令
怠
#
れ
hA
吟
奇
骨
一
利
ゐ
訴
時

記土風底活く荻1!fr氏義貧困続三岱的〉

従
に
股
め
た
bJ
。

出
雲
風
土
記

二
容
ゐ
b
。
巻
末
に

「
天
平
五
年
二
月
品
川
目
勘
芯
」
と
見
え

て
、
文
化
三
年
の
刊
本
あ
り
。
ま
た
諒
群

書
類
従
に
収
め
た
り
。
一

括
陸
風
土
記

首
足
依
り
た
り
。
鈴

鹿
連
胤
、
及
び
栗
田
克
博
士
は
、
そ
の
内

容
に
よ
り
て
、
和
銅
、
霊
抱
の
問
の
も
の

な
る
よ
し
を
論
じ
た
り
。
こ
の
者
は
、

久
し
〈
世
に
き
こ
え

5
り
し
が
、
寛
政
入
年
六
月
、
柳
原
紀
光
の
寓
本
に
よ
り
て
流
布
し
花

b
。
柳
原
本
は
、
三
候
西

家
の
古
寓
本
に
よ

b
た
る
も
の
な
り
。
三
保
西
本
は
、
昭
和
八
年
宣
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
、
同
十
年
国
買
に
指
定

風

土

記

せ
ら
れ
た
り
。
ま
た
古
典
保
存
舎
に
て
、
こ
れ
を
複
製
し
、
改
定
史
籍
集
覧
に
も
股
め
た

b
。三

回
一



風

土

記

四

豊
後
風
土
記

各

五

肥
前
風
土
記

港

一一一回ニ

伴
信
友
、
及
び
中
山
信
名
の
前
後
風
土
記
概
論
の
設
に
よ
れ
ば
、
雨
書
と
も
、
出
雲
風
土
記
と
慢
裁
同
じ
ぐ
、
同
風
土
記

弘
前
回
同

券
会
か
九
九
バ
サ
F.
♂
辺
、
続
安
か
斜
計
肘
一
体
、
武
移

行
下
凶
町
、
坊
や
ら
守
冴
テ
余
パ
旬
、
母

札
前
崎
払
河
本
ゆ
札
戊
m
問
'
ふ
ゐ
{
同
開
普
払
角
地
句
舟

Jr喝

議
官
庁
ギ
伊
川
崎
北
町
え
支
-
立

L4ぺ
崎

'Aル
内
示
刻

表
-
A
H
h
符
ム
払
'
休
庁
一
修
一
ヘ
2

ザ
伎
役
「
す
へ
す

伶
ヘ
浜
坪
白
h
h
e
f小

ι尽
か
朕
…
剃
・
え

b
え
ら
声
手
一
叫

使
拾
い
弘
、
代
臼
、
外
、
f

訟
一
込
ん
な
森
川
狩
ふ
え
ふ
之
pp

呉川市

し
た
る
も
の
八
種
あ
り
。

主
同
じ
き
頃
の
も
の
な
の
。
古
寓
本
は
、

記土風前肥

猪
熊
信
男
氏
所
臓
の
肥
前
風
土
記
ゐ

h
J
。
昭
和
八
年
重
要
美
術
品
に
指
定
せ

ら
れ
た
り
。
刊
本
は
寛
政
十
二
年
に
閲

(議[jj-氏男信熊1l'i)

板
し
た
る
も
の
な
り
。
ま
た
雨
書
と
も

績
群
書
類
従
に
牧
め
た
り
。

こ
の
玉
吉
の
外
、
穆
日
本
紀
寓
葉
集
抄

等
の
諸
書
に
、
諸
国
の
風
土
記
の
文
を
引

一
は
彰
考
舘
皐
士
の
風
土
記
接
待
附
録
、
こ
は
今
井
似
閑
の
寓
菜
枠
、
三
は
伴
信
友
の
斡
鋒
し

載
し
た
る
も
の
砂
か
ら
子
。
こ
れ
を
築
修

た
る
逸
文
風
土
記
二
巻
、
四
は
狩
谷
望
之
の
諸
国
採
将
風
土
記
二
位
位
、
五
は
m
一
一
…
川
春
村
の
迫
文
風
土
記
二
谷
、
六
は
吉
田

令
世
の
風
土
記
抄
、
七
は
明
治
三
十
一
年
刊
行
の
栗
因
究
博
士
の
古
風
土
記
活
文
一
港
、
八
は
数
回
年
治
の
諸
国
風
土
記

山
城
五
保

大

和

三

倍

揺
津
十
二
保

伊
賀
二
位
陣

伊
勢
九
一
保

考
一
審
な
り
。
引
載
し
た
る
も
の
四
十
一
部
に
し
て
、
四
十
一
因
ゐ

b
。
印
も

昆
張
十
位
陣

駿
河
ニ
佼

甲
斐
一
保

伊
豆

三
保

相
模
一
プ
絞

常
陸
一
子
五
時
紘

近
江
ゴ
プ
傑

美
濃
一
銭

因
幡
=
保

伯
者
二
佼

出
雲
五
一
候

括
陸
十
位
陣

美
作
二
一
際

讃
岐
一
保

伊
預
入
依

土
佐
凶
依

筑
前
…
十
四
倍

筑
後
四
保

ノ、

保

大
隅
四
位
陣

萱
岐
ニ
保

ま
た
世
に
総
園
風
土
記
?
と
稽
し
て
、
二
十
飴
園
ゐ
れ

E
、
後
人
の
偽
作
し
た
る
も
の
な
り
。
詳
な
る
事
は
、
比
古
婆
衣
に

志
摩
一
依

信
濃
一
保

備
中
三
依

畏
前
三
依

陸
奥
一
五

越
ル
則
二
銭

越
後
二
作

丹
波
三
依

備
後
一
鈴

紀
伊
一
五

炎
路
一
一
保

阿
波
手
伝

豊
後
四
銭

肥
前
一
回
続

肥
後
四
佼

日
I句

見
え
た
り
。
前
記
の
常
陸
、
出
雲
等
五
風
土
記
を
詰
蒋
し
た
る
も
の
、
及
び
そ
の
他
の
風
土
記
に
闘
す
る
も
の
は
、

常

陸

風

土

記

常
陸
風
土
記
詰
小
桶

捺
註
常
陸
風
土
記

出
雲
風
土
記
考

出
雲
風
土
記
解

出
雲
風
土
記
考

O 

校
五
頭
註
出
雲
風
土
記

風

土

記

西

野

，竺z・
.!:!. 

明

伴

{言

文

.来

."乞.

J志

国

荷

在

浦

国

f匂

山

員

II[ 

横

永

F高

山

荒
s

木

田

久

老

三
回
三



風

土

記出
雲
風
土
記
詰
小
補

槙
註
出
雲
風
土
記

出
雲
風
土
記
仮
名
書

出
雲
風
土
記
考
詮

標
註
播
磨
風
土
記

棋
詰
播
磨
風
土
記

播
磨
風
土
記
新
考

校
正
頭
註
肥
前
風
土
記

校豊肥肥
Ir:後前前
頭固国風
註風土
豊土記
後記註
風考小
土詮補
言己

豊
後
風
土
記
詰
小
拍

筆
耕
豊
後
風
土
記

豊
後
風
土
記
新
考

豊
後
風
土
記
註

風
土
記
逸
文
時
註

摂
註
古
風
土
記

古
風
土
記
逸
文
考
詮

八

海

外

図

記

四
十
巻

天
千
五
年
春
文
撰

伴栗

-・
鈎

力t

一
凶
凶

信

友

後

藤

誠

四

郎

致

国
田

究

栗井

上

ヲ7

久

荒

木

田

久

老

伴

文

後

藤

法

四

郎

荒

木

田

久

老

伴庇

梧

年

:1-
/I~ 

井

上
悶

a合ヨ除
.M. 

未，件
明守
オミ

回

通

泰

同

信信

文

ー位、

済

通

表詳

信

文
a長2・
J.1. 

海
外
諸
国
に
閲
し
て
、
交
通
そ
の
他
の
事
ど
も
か
き
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
そ
の
控
裁
は
、
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
ね

'E
、
惰
唐
、
三
韓
等
に
別
ち
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。
そ
の
古
書
に
引
載
し
た
る
は
、
善
隣
国
賓
記
上
に
海
外
国
記
日
と

し
て
、
天
智
天
皇
三
年
四
月
、
大
唐
客
郭
務
怯
等
の
京
朝
に
闘
す
る
紀
事
を
載
せ
、
下
に
「
此
亦
、
師
安
、
氏
忠
、
信
俊
、
師

遠
、
庚
宗
五
人
、
同
所
勘
也
、
」
と
註
せ
り
。
師
安
は
師
誌
の
子
に
し
て
、
師
誌
は
師
平
の
子
な
り
。
氏
忠
は
民
宗
の
子
に
し

て
γ
庚
宗
は
師
平
の
弟
貞
親
の
子
な
り
。

い
づ
れ
も
中
原
氏
に
て
、
大
内
記
、
大
外
記
等
と
な
れ
り
。

信
伎
は
清
原
定
俊

の
子
に
て
、
清
原
系
固
に
、
大
外
記
、
従
四
位
下
、
博
士
と
な
り
、
堀
河
、
烏
湖
、
崇
徳
、
近
衛
の
四
代
に
歴
仕
し
た
る
よ
し
見

え
て
、
師
志
、
民
宗
等
と
時
を
同
じ
う
せ
り
。
こ
の
註
に
よ
れ
ば
、
蓋
し
宋
の
商
客
等
来
朝
し
た
る
に
よ
り
、
先
例
を
註
記

し
て
勘
申
し
、
勘
文
に
引
載
し
た
る
も
の
に
て
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
ま
で
惇
本
あ
り
し
も
の
L

如
し
。
ま
た
梓
日
本
紀
定

十
四
連
義
に
、
「
海
外
記
第
一
云
」
と
し
て
、
推
古
天
皇
の
御
代
、
小
野
妹
子
を
陪
に
遣
は
し
た
る
事
を
載
せ
、
啓
明
天
皇
の

下
に
、
五
年
九
月
の
伎
を
引
き
た
る
も
の
あ
り
。
ヲ
』
れ
と
同
書
に
し
て
、
海
外
記
は
海
外
国
記
の
略
穏
に
や
。
但
し
海
外
記

は
、
日
本
見
在
書
目
録
土
地
家
の
部
に
、
「
海
外
記
四
十
巻
」
と
見
え
て
1

各
数
も
同
じ
き
に
よ
れ
ば
、
同
じ
き
も
の
に
て
、

務
M

灯

図

記

三
四
五



西

京

新

記

民

部

省

園

帳

一
四
六

見
在
書
目
録
に
ま
ぎ
れ
入
り
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
著
者
春
文
は
、
い
か
な
る
人
か
明
な
ら
や
J

。

西

京

新

記

い
か
な
る
も
の
に
か
、
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
子
。

底
の
掌
越
の
撰
ぴ
た
る
長
安
洛
陽
の
岡
京
新
記
に
な
ら
ひ
て
、
平

安
の
右
京
の
さ
ま
を
記
し
た
る
も
の
に
や
。

雨
京
西
京
、
文
字
相
似
た
れ
ば
、
或
は
雨
京
新
記
を
設
・
り
て
、
こ
の
書
籍
目

録
に
採
録
し
た
る
も
の
に
や
。

さ
れ
E
、
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
に
、
「
一

A
口
第
廿
四
瓶
、
西
京
新
記
一
局
.
」

と
記
し
、
更
に

「
一
会
第
二
十
八
橿
、
雨
京
新
記
一
局
」
と
あ
り
て
、
別
々
に
記
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
別
の
も
の
な
る
事
明
に
、
漢
籍
に
あ
ら

ま
る
事
を
推
考
す
ぺ
し
。

民

部

省

国

帳

固
帳
は
、
諸
国
の
地
岡
、
田
昌
等
の
帳
簿
に
て
、
民
部
省
に
保
存
し
た
る
も
の
な
り
。
職
庶
抄
民
部
省
の
僚
に
、
「
又
有
国

帳
、
図
郡
勝
示
哉
以
明
白
、
謂
之
氏
部
省
闘
帳
、
」
と
見
え
、
百
寮
訓
要
抄
に
は
、
「
民
部
省
凶
帳
と
て
、
日
本
国
の
指
図
、
抵

な
ど
を
定
た
る
文
の
数
百
品
位
、
比
省
に
は
、
昔
よ
り
俸
は
b
て
、
日
本
図
の
宣
買
に
て
侍
b
し
な
b
、L
と
い
へ
り
。
図
版
の

も
の
に
見
え
た
る
は
、
次
に
引
き
た
る
中
右
記
に
、
大
同
三
年
、
承
和
十
一
年
の
山
抜
高
野
郡
回
版
ゐ
り
。

比
古
婆
衣
に

は
、
東
寺
文
書
延
喜
十
五
年
十
月
廿
二
日
丹
波
国
の
牒
に
、
丹
波
多
紀
郡
大
山
庄
の
回
帳
の
事
見
え
た
る
よ
し
い
へ

b
。

ま
た
桔
記
長
保
二
年
九
月
五
日
の
僚
に
は
、
山
城
高
野
那
国
帳
の
事
を
記
せ
り
。

な
ほ

中
右
記
嘉
承
元
年
一
一
月
廿
八
日
の
僚
に
、

官
文
段
勘
文

二
倍
伎
事

一
後
田
邑
山
段
四
至
地
域
事

右
就
民
部
省
国
帳
、
宜
令
勘
申
四
至
地
域
者
、
引
勘
彼
省
所
準
大
同
三
年
、
承
和
十
一
年
図
版
等
之
露
、
件
子
細
無
所

見
、
但
如
延
喜
式
者
、
件
陵
四
至
、
東
限
清
水
寺
者
、
市
役
大
同
三
年
同
帳
、
葛
野
郡
五
伎
立
屋
里
四
坪
、
詮
議
清
水
田

一
段
一
除
歩
、
若
是
件
坪
内
建
立
清
水
寺
敗
、
然
而
依
無
仁
和
以
後
回
帳
、
不
能
勘
決
、

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
時
々
岡
帳
を
稲
製
し
北
る
も
の
、
如
し
。
但
し
「
依
無
仁
和
以
後
回
帳
、
不
能
勘
決
」
と
あ
れ
ば
、
そ
の

頃
、
ま
た
は
、
延
喜
の
頃
以
後
は
、
う
ち
た
え
て
綿
製
せ
ざ

b
し
な
ら
ん
か
。
百
寮
訓
要
抄
に
、
「
諸
図
の
境
相
論
な
ど
の

時
は
、
こ
の
間
帳
に
て
考
へ
ら
れ
し
か
ば
、
明
銃
に
て
ぞ
侍
り
し
、
」
と
記
し
た
る
が
如
〈
、
争
訟
の
を
り
に
は
、
こ
の
書
量

参
考
し
た
り
し
な
り
。

こ
の
書
は
、
平
安
朝
末
期
の
頃
ま
で
停
は
り
た
る
事
は
、
玉
菜
安
元
三
年
四
月
廿
入
日
内
一
長
焼
亡
の
僚
に
、
「
民
部
省
国

帳
不
焼
亡
」
と
見
え
た
り
。
鎌
倉
時
代
に
快
走
と
な
り
し
事
は
、
嘉
誠
二
年
九
月
十
一
日
、
縞
盗
民
部
省
の
丈
揮
を
切
穿

し

、

諸

国

国

帳

少

々

紛

失

し

た

る

よ

し

、

百

線

抄

に

見

え

た

り

。

ま

た

ー

パ

。

平
戸
記
に
、
延
躍
二
年
四
月
サ
日
、
品
設
が
除
、
而
渡
御
麟
ぬ
殴
云
々
、
何
印
参
、
以
大
内
記
信
一
房
、
入
見
参
之
究
、
申
民

民

部

省

闘

帳

=
一
凶
七



民

部

省

国

際

三
四
八

部
省
文
庫
破
壊
問
事
、
是
先
日
国
帳
可
潟
損
之
問
、
可
渡
外
記
文
殿
哉
之
由
、
披
仰
之
故
也
、
召
丈
殴
預
友
乗
)
相
寺

子
細
之
慮
1

逐
年
破
壊
、
断
、
た
之
故
勿
論
、
及
五
月
雨
者
、
所
建
之
岡
帳
、
雄
一
通
不
可
会
一
然
之
由
、
所
市
也
、
旬
甲
件

事
也
、
仰
云
、
猶
被
仰
合
人
々
、
可
被
左
右
云
々
、

E
あ
り
て
、
民
部
省
文
庫
の
破
壊
混
損
に
よ
bd
て
、
外
記
の
文
段
に
移
し
た

b
。
こ
の
後
、
文
永
四
年
十
月
、
外
記
局
に
宿

約
し
た
る
民
部
省
国
帳
を
取
り
出
し
た
る
事
、
新
抄
に
見
え
し
が
、
百
寮
訓
要
抄
に
、
「
近
頃
う
せ
て
侍
る
に
や
、
い
た
〈

見
及
び
侍
ら
今
、
」
と
あ
b
て
、
南
北
朝
の
頃
に
は
、
散
逸
し
た

b
し
な

b
。
か
、
れ
ば
、
今
は
大
部
分
侠
逸
し
、
僅
に
伊
勢

四
天
王
寺
に
、
康
平
五
年
勘
註
の
同
園
阿
濃
郷
の
固
帳
一
審
あ
る
の
み
。
品
位
尾
に
、
藤
藤
拙
堂
の
政
文
を
の
せ
た
る
も
の

に
で
、
本
文
は
、
井
上
積
回
博
士
の
己
亥
叢
説
に
の
せ
た
り
。
ま
た
世
に
民
部
省
国
帳
と
て
、
協
津
国
東
生
、
西
生
、
武
庫
の

三
郡
、
志
摩
園
英
虞
郡
、
尾
張
図
葉
栗
、
海
部
の
雨
郡
、
薦
河
園
庫
浪
維
、
阿
部
、
烏
波
の
三
郡
、
因
幡
図

E
野
郡
、
備
前
回
和

-
気
郡
、
備
中
国
賀
夜
郡
、
美
作
図
英
多
郡
、
筑
前
園
志
摩
郡
等
あ
り
。
各
臭
書
に
、
一
a

元
亨
二
年
壬
成
十
月
下
支
日
下
民
部

省、
L
と
あ
り
。
こ
は
総
園
風
土
記
に
似
た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
後
人
の
偽
作
し
た
る
も
の
な
る
事
は
、
言
ふ
を
侯
花
予
。

な
ほ
こ
の
固
帳
に
就
い
て
は
、
比
古
婆
衣
、
及
び
古
臭
償
問
題
記
に
詳
説
ゐ

b
。

七

類

表

群

籍

要

覧

四
十
巻

大
江
音
人
卿
奉
勅
撰

締
官
文
庫
一
本
、
内
閣
文
庫
一
本
、
彰
考
鈴
本
、
前
回
二
本
等
に
は
.
二
十
念
と
し
た
り
・

古
書
の
概
要
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
今
亡
び
て
、
そ
の
逸
丈
に
に
な
り
れ
ば
、
設
裁
詳
な
ら
や
J
O

書
な
る
か
、
漢
籍
な
る
か
明
な
ら
ね
E
、
衣
の
秘
府
略
に
よ
り
て
、
推
考
す
る
に
、
漢
詩
な
る
が
如
し
。

E
五
H

之
、
週

景
品

g
t
E

こ
の
者
の
事
は
、

代
質
録
に
、
元
庭
元
年
十
一
月
三
日
庚
子
、
参
議
従
三
位
行
左
衛
門
菅
大
江
朝
臣
音
人
亮
云
々
、
一
音
人
別
奉
勅
、
撰

群
籍
要
覧
四
十
巻
、
弘
帝
範
三
宅
、

と
見
え
た
り
。

大
江
昔
人
の
事
は
、
文
徳
貫
録
の
保
(
六
入
頁
)
に
記
せ
り
。

秘

府

略

千

念

貞
主
卿
、
子
時
東
宮
串
士
、
因
幡
介
.
興
諸
儒
撰
集

古
今
の
文
書
を
撰
集
し
て
、
券
類
し
た
る
も
の
な
り
。

群

絡

要

覧

秘

府

略

日一一四九


